



著者 小野 正樹 , 朱 ??, デヒピティヤ スランジ ディ






その他のタイトル (〈Research Articles〉On the Collocation
Japanese Verb “KIKU”: from the decision of
the Japanese native speakers and advanced




















On the Collocation ]apanese Verb "KlKU": 
from the decision of the ] apanese native speakers and 
advanced learners of ] apanese and WEB corpus 
ONO Masaki， ]U Hyunju， DEH1P1T1YA Dilusha， 
L1 Guoling， SUV ANAKOOT Patcharaphan 
[Abstract) The ]apanese verb '刀KU"may be written with multiple kanji characters， 
and is polysemous. We explore what types of co-locations can be beneficial for Japan-
ese education. Using the ]apanese corpus "NIN]AL-LWP for TWC"， we surveyed the 
top 100 co-locations of "間く I111効く 1 If利く"and "きく"Then， from the perspective 
of Advanced ]apanese learners and native ]apanese speakers， we selected those co-
locations deemed must necessary from among them.The ]udgments of native ]apan-
ese speakers showed a positive relationship with corpus frequency. In the case of 
learners of ]apanese， on the other hand， a less positive relationship was seen， and 
a diversity among selections prevailed. 
[Keywords] basic meaning， co叩us，subjective judgment 



















































3.調査1~NINjAL -LWP for TWC~ における「欝く J r効く Jr利く JrきくJ
3. 1 調査 1 コーパスを利用した頻震調査
どのような名詞がコロケーションとして現れるかを、コーパスを利用して調査する。利
用コーパスはIlNIN]AL土WPfor TWC~ で調査日は2014年 9 月 29 日 ""'30 日である。「開く J
f効く J 1利く J 1きくJの4動認の、ガ格、ヲ格、ニ格、デ格で現れた頻度上位100(泣 1)の
コロケーションの名詞をカテゴリー化するために f計算機用日本語基本動詞辞書IPAL
(Basic Verbs)~ (1987)を利用した。名詞のカテゴリーは表 2に示す14種類とした(制。
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.lj、下に、動認の表記ごとに数値を記す。
〈表 3> i・幽"が/を/に/で開く j と共起する名詞の意味素性(合計件数100件)
ーが聞く ーを開く -・・に間く -・・でi琵く
意味素性 件数 意味素性 件数 意味素性 件数 意味素性 件数
1 .ノ\I~~j 74 13.抽象名 87 ノ¥問 58 4. 上場所 37 
13.抽象名前 18 3.物 6 14.その(也 15 13.抽象名詞 28 
2.組織 4 14.その{也 3 リ「 時1#J 13 3.物 12 
14.その1m 3 1 .ノ¥間 13.抽象名詞 8 5. 13寺間 リ「
11.生物部分 5.時!笥 2.組織 3 11.生物部分 5 
6.数量 4.場所 2 1 .人間 4 




〈表 4> i・・・が/を/1こ/で効く j と共起する名詞の意味素性(合計件数100件)
-・が効く -・を効く -・・に効く -・・で効く
意昧素性 件数 意味素性 件数 意味素性 件数 意味素性 件数
3.物 44 3.物 44 13.抽象名詞 45 13.抽象名 36 
8 動作 26 13.抽象名 32 14.その{也 21 14.その{邑 18 
13.抽象名詞 21 8.動作 12 1 .ノ¥間 10 4. j:易F~T 11 
14.その他 6 11.生物部分 5 11.生物部分 8 3.物 9 
1 .人間 14.その{也 。r:- 4.場所 「ひ 5.時1号 8 
2.組織 2.組織 8.動作 o 8.動作 6 
6.数量 7.性質 5.時間 2 6.数量 4 
7.性質 2 2.組織 3 
2.組織 1 .人間 2 






-・が利く ーを利く -・・に利く ーで利く
意味素性 件数 意味素性 件数 意味素性 件数 意味素性 件数
8.動作 34 13.抽象名詞 38 14.その{也 34 13.抽象名前 39 
13.抽象名 31 3. 4勿 22 13.抽象名詞 20 14.その{也 21 
3 物 1 8.動作 22 4.場所 1 4.場所
11.生物部分 8 1.生物部分 7 1 .人間 9 3.物
1.その他 8 1.その他 6 8.動作 8 1 .人間 6 
1.人間 6 6.数量 2 5. 1寺問 5 8.動作 5 
2.組織 1 .人間 2.紹織 4 2.組織 4 
7.性質 4.場所 3.物 4 12.自然 4 
意昧不明 11.生物部分 2 5. I時間 2 




-・・がきく ーをきく …にきく ーできく
意昧素性 件数 意味素性 件数 意味素性 件数 意味素性 件数
8.動作 37 13.抽象名詞 66 1 .人関 37 13.抽象名詞 32 
13.抽象名認 25 8.動作 11 14.その他4 25 4.場所 17 
3.物 12 3.物 9 13.抽象名詞 12 2.組織 10 
1 .人間 10 14.その{也 8 5. B寺!習 1 5.時間 10 
14.その{世 8 4.場所 2 4.場所 7 8.動作 10 
11.生物部分 6 5.時間 2 2.組織 。c 3.物 6 
2.組織 2 1 .人間 8.動作 14.その他 6 
11.生物部分 11.生物部分 1 .人間 4 
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が含まれるからであろう。また、 1習く」のガ格では人間が際だって多いのに対して、「効
くJ 1利く」では減少するが、一方で、ヲ格ではいずれも抽象名詞が多くを占めている。




















〈表 7)動詞「鶴く j のコロケーション上位100に晃られる意味(数値は述べ語数)
名詞十助詞情報 件数 ①耳で感じる ②相手戸5ζ之の言うことをけ入れる ③質問する
総数 330，942 387 86 288 
「…が!琵くj 18，860 97 6乍 76 
「ー を開くJ 211，825 9干 15 46 
「..にi琵く」 70，570 94 3 88 






名詞十助詞情報 件数 ④能発力揮やす機る能を ⑤利用できる、 ⑤技能がすぐれて可である いる
総数 31，687 366 36 
「..が効くJ 10，630 79 22 
「ー を効くJ 1，096 g7 11 。
，--
f ーに労]く」 7，467 luQ， 。 。
も唱 団句
「..で効く」 1，544 lDO 3 。
し-
〈表9)動詞「利く j のコ口ケーション上位100に克られる意味(数値は述べ語数)
名認十助詞情報 件数 ④能力やす機る能を発揮 ⑤利可用能できる、 ⑥技能がすぐれてである いる
総数 10，674 200 215 10 
「..が利くJ 4，978 56 46 4 
「…を利く」 1，793 49 36 
f ーに利く j 1，013 68 48 4 







質問③する 利可用能で⑤できあるる、 技能⑥がすぐ名詞十助詞情報 件数 相手の言~ζZ う 能力④揮や機オ能ことをけ を発 る れている
入れる
総数 14，702 111 11 100 78 81 。
'...がきくJ 4，980 13 。 9 、、ン♂ '~B(: ん 4 也， 。
Lι;ム
'...をきくJ 6，163 6'4 10 33 14 11 。
'...にきくj 2，458 34 1 噌、許与 、守，ず、牛i、d、祖砂砂〆 ふ一 J よρオそ 22 25 。
'...できくJ 1，101 。 。 。 。 。 。
「きく j については、奇声的には暖妹であっても、格によって基本義が確定されること
がわかる。「がきく」ならば④「能力や機能を発揮するJ⑤「利用できる、可能であるj、
「をきく j であれば①「耳で感じる」、「にきく」ならば墓本義②「質問するj といった傾
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「が開く J rを開くJ rに開くJ rで開くJ








「が効く J iを効く J iに効く J rで効く J
図2 動詞「効くJのコ口ケーションの
上位100に見られる意味
100 8① 5 
。
80 @勾
6① 4 68 
60 1 '-'!YI_:oノー J、4、二0J 間宮
40 :日丑~ m:1t'v 府軍~ ~E%J 
111 欝襲主防ヨ o 0 0 0 0 






4. 1 調査 3 概要











よご!と 4点 3点 2点 l点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母:語話者 学習者 母語話者 学習者
上位 1 '"25 8 3 。 4 。 10 。 7 
上{立 26"'-50 12 。 2 。 8 。 9 
上位 51'"75 13 。 2 。 6 。 10 
上{立 76"-'100 13 。 。 2 。 3 。 10 










上位25 上位50 上位75 上位100
図5 iが開くJコロケーション判定の累積数
(表12)iを間くjのコロケーション頻度上位100と日本語母語話者・日本語学留者の判断の一致数
よ」J!と 4点 3点 2点 1点母語話者学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上位 1"-' 25 21 18 。 3 。 。 。 。
上{立 26"-'50 21 8 。 10 。 。 。 。
上位 51'"75 17 9 。 7 。 。 。 。
」二{立 76"-'1 00 18 7 。 2 。 。 。 。
100位以下 23 12 。 24 。 。 。 。
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上位25 上イ立50 上位75 上位100
図6 rを聞くJコロケーション判定の累積数
〈表13)rに罰く」のコロケーション頻度上位100と自本語母語話者・日本語学習者の判断の一致数
よゴ!と 4点 3点 2点 l点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上位 1 ~ 25 12 10 。 6 。 。 6 
J二{立 26~ 50 15 4 。 4 。 7 。 3 
上位 51~ 75 14 。 7 。 3 。 3 
上位 76~100 10 。 3 。 4 。 。














よゴ!と 4点 3点 2点 ]点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学翠者
J二{立 1-- 25 16 8 。 5 。 5 。 。
上位 26-- 50 13 7 。 10 。 5 。 。
上位 51-- 75 15 2 。 14 。 。 。
J二f立76----100 14 。 11 。 5 。 。









。ー智正:ザ __~15_ ー…17 一18市
上位25 上位50 上位75 上位100







4. 3 r効く jの場合
(表15)rが効く」のコロケーション頻度上位100と日本語母語話者・日本語学習者の判断の一致数
よゴ!と 4点 3点 2点 l点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上{立 1-- 25 21 11 。 4 。 6 G 2 
上位 26-- 50 16 。 2 。 6 G 8 
上位 51-- 75 14 。 。 2 。 4 。 7 
上{立 76'"100 14 。 。 。 4 G 4 
100位以下 35 。 。 3 。 12 G 23 
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よゴ!と 4点 3点 2点 1点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 t寸p羽I={弓%fi
j二{立 1"-'25 。 。 16 。 7 。 7 
上位 26"-'50 。 。 10 。 10 。 。 。
上位 51"-'75 。 。 5 。 10 。 。 。
」二{立 76"-'100 。 。 3 。 7 。 。 。






20 寸 。 。 。 。
??





よ」J!と 4)~ 3点 2点 1 }~ 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学留者
上位 1"-' 25 24 6 。 8 。 5 。 5 
上{立 26"-'50 14 4 。 8 。 4 。 7 
上{立 51"-'75 1 0 。 。 6 。
上{立 76"-'100 12 。 G 。 。 7 。 。









上位25 上位50 上位75 上位100
図1 rに効くJコロケーション判定の累積数
(表18)rで効くjのコロケーション頻度上位100と日本語母語話者・日本語学習者の判断の一致数
よJ!と 4点 3点 2点 l点母語話者 学習者 母語話者学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上{立 1'"25 5 。 12 5 3 6 。 6 
上{立 26'"50 。 。 3 12 3 。 6 
上位 51'"75 。 。 5 。 9 。 。 6 
上位 76"-'100 3 。 。 6 。 。 6 
100位以下 3 。 24 。 14 。 。 16 
-13-









上位25 上位50 上位75 上位100
国12 rで効く」コロケーション判定の累積数
日本語母語話者は、「が効く Jrに効く j はコーパス頻度と正の相関をもっているが、
「に効く Jrで効く」は合致する数値が非常に低く、日本語学習者の判断についても、いず
れも日本語母語話者を上回ることはない。
4. 4 r~IJ く J の場合
(表19)rが手IJくjのコロケーション頻度上位100と日本語母語話者・日本語学習者の判断の一致数
よそ 4点 3点 2点 1点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上位 1"-' 25 22 4 つ 9 。 8 。 。
上位 26"-'50 17 。 5 2 。 6 。 12 
上位 51"-'75 8 。 リ「 。 2 。 4 
上{立 76"-'100 5 。 9 。 。 。 2 














よそ 4点 3点 2点 l 点母語話者学習者 母語話者 ，づ告-ら~ヨ刃官.:J2己 母語話者 学習者 母語話者 学習者
J二{立 1"-'25 4 13 。 4 3 。 2 
上位 26"-'50 。 7 。 10 。 G 2 
j二{立 51"-'75 2 。 。 10 。 4 
上位 76"-'100 。 。 。 5 。 。 。










1 '-1 -1 -1 
上位25 上位50 上位75 上位100
図14 iを手IJくj コロケーション判定の累積数
(表21)iに利くJのコロケーション頻度上位100と呂本語母語話者・臼本語学習者の判断の…致数
よぐJ!と 4点 3点 2点 1点母語話者学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上位 1"-' 25 8 11 。 5 。 8 
上位 26"-'50 3 。 9 3 。 。 。 6 
上位 51"-'75 。 9 。 。 l 。 6 
上位 76"-'100 2 。 7 。 。 。 。 4 
100位以下 4 。 46 。 。 l 。 7 
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上位25 上位50 上位75 上位100
臨時 「に利く」コロケーション判定の累積数
(表22)rで手IJくjのコロケーション頻度上位100と日本語母語話者・日本語学習者の判断の一致数
よご!と 4点 3点 2点 1点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上{立 1- 25 。 。 11 。 5 4 。 6 
上位 26- 50 。 。 。 9 2 。 5 
上位 51- 75 。 。 2 G 8 。 。 3 
上位 76---100 。 。 2 。 9 。 。 2 







20 。 000 。;圏 轡一一一一露 J 盤









よ」!と 4点 3占 2点 l点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上{立 1"-'25 20 6 。 「ひ 。 4 。 4 
上位 26"-'50 19 3 。 。 5 。 7 
上{立 51"-'75 13 。 3 。 3 。 6 
J二{立 76"-'100 17 。 。 。 2 。 5 









上位25 上位50 上位75 上位100
図17 rがきくJコ口ケーション判定の累積数
(表24)rをきくJのコロケーション頻度上位100と日本語母語話者・日本語学習者の判断の一致数
よご!と 4点 3点 2点 i点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上位 1"-' 25 17 9 。 4 。 l 。 7 
上位 26"-'50 18 6 。 5 。 3 。 4 
上位 51"-'75 19 3 。 5 。 ひ「 。 5 
上位 76"-'100 13 。 。 。 4 。 7 
100位以下 33 。 。 。 。 14 。 17 
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上位25 上位50 上位75 上位100
図18 iをきくJコロケーション判定の累積数
(表25)iにきくjのコロケーション頻度上位100と自本語母語話者・日本語学習者の判断の一致数
よゴ!と 4点 3点 2点 1点母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者 母語話者 学習者
上位 1'"'-'25 19 2 。 7 。 7 。 6 
上位 26'"'-'50 19 3 。 5 。 7 。 5 
上位 51'"'-'75 14 2 。 3 。 9 。 2 
上位 76'"'-'100 16 。 。 3 。 6 。 5 














よご!と 4点 3点 2点 1点母語話者学習者 母語話者 J予止4z12mゴ-白に 母語話者 学習者 母語話者 学習者
i二{立 1"-'25 15 7 。 7 。 2 
J二{立 26"-'50 3 。 5 2 。 4 。 5 
上位 51"-'75 7 。 3 。 。 。 。 4 
上{立 76"-'100 3 。 7 。 。 。 。
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